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ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
で
楽
し
も
う

マ

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接

話
し
合
う「
ま
ち
か
ど
座
談
会
」を

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
市

長
を
は
じ
め
、
副
市
長
・
教
育
長

が
、
環
境
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

意
見
・
提
案
を
聴
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問

係

（
緯〈

〉２
２
０
２
）

７１

関係町（町内会）名ところとき回

今池町、住吉町、篠目町、井杭山町作野公民館７月２４日昌１

石井町、和泉町、東端町、根崎町、
城ケ入町南部公民館７月２６日晶２

里町、橋目町、柿 町、宇頭茶屋町、
尾崎町、浜屋町、東栄町、今本町北部公民館７月３１日昌３

横山町（下管池）、箕輪町、高棚町、
福釜町、榎前町西部公民館８月６日昇４

西別所町、東別所町、北山崎町、
別郷町、高木町、大岡町、山崎町、
上条町、浜富町、法蓮町

東部公民館８月８日昭５

※開催時間は、午後７時～９時です。
※公民館ごとに関係町名を記載しています。
※町名はおおよその目安です。どの座談会にも参加できます。
※上記以外の地区は９月以降に開催予定。

室
内
シ
ュ
ー
ズ

●
そ
の
他

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

を
初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
講
習

会
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み

７
月
５
日
晶
午
前

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
マ

１０ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
へ

■
燃
焼
系
！
ア
ク
ア

●
と
き

７
月

日
昇
～
９
月

２３

１０

日
昇
の
毎
週
昇（
８
月

日
昇
を

１３

除
く
）午
後
７
時
～
７
時

分（
全

５０

７
回
）

●
内
容

ア
ク
ア
ビ
ク
ス（
水
中

運
動
）

●
対
象

歳
以
上
の
女
性

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

４０

●
参
加
費

３
８
５
０
円

●
申
し
込
み

７
月
５
日
晶
午
前

時
か
ら
、
参
加
費
を
持
っ
て
直

１０接
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
へ

■
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
体
験
会

●
と
き

７
月

日
昌
午
前

時

２４

１０

分
～

時

分

３０

１１

３０

●
対
象

歳
以
上
の
人

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５

●
参
加
費

円
５００

●
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

各
2
枚

●
申
し
込
み

７
月
５
日
晶
午
前

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
マ

１０ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
へ

■「
マ
ー
メ
イ
ド
ち
ゃ
ん
イ
ラ
ス

ト
」大
募
集

●
内
容

７
月

日
昌
～

日
昌

１７

３１

に
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
人
へ
配
布

す
る
画
用
紙（
希
望
者
の
み
）に
、

マ
ー
メ
イ
ド
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
ま

た
は
塗
り
絵
を
描
き
、
８
月
１
日

昭
～

日
掌
に
持
参
す
る
と
、
当

１１

日
の
プ
ー
ル
利
用
料
が
無
料

●
対
象

似
顔
絵
の
部
糸
小
学
生

塗
り
絵
の
部
糸
小
学
生
未
満

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

１００

●
そ
の
他

1
人
1
枚
ま
で
。
作

品
は
、
８
月

日
捷
～
９
月
１
日

１９

掌
に
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
に
掲
示

し
、
返
却
は
し
ま
せ
ん

■問
▼
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

（
緯〈

〉７
３
５
１
）

９２

■
ス
イ
カ
の
種
飛
ば
し
大
会

●
と
き

７
月

日
松
午
前

時

１３

１１

●
内
容

小
学
生
以
下
は
的
を
ね

ら
っ
て
、
中
学
生
以
上
は
飛
距
離

を
競
う
種
飛
ば
し

●
定
員

小
学
生
未
満
の
部
糸
３０

人

小
学
１
～
３
年
生
の
部
糸
３０

人

小
学
４
～
６
年
生
の
部
糸
３０

人

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）
糸

男
女
各

人
１０

※
い
ず
れ
も
当
日
先
着
順
。

●
参
加
費

施
設
利
用
料

●
そ
の
他

当
日
正
午
か
ら
ス
イ

カ
の
試
食
会
あ
り

●
申
し
込
み

当
日
午
前

時
１０

５０

分
に
、
屋
外
プ
ー
ル
サ
イ
ド
へ

■
託
児
あ
り
！
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
利
用
会

●
と
き

７
月

日
晶
午
前

時

１９

１０

分
～
正
午

３０●
定
員

５
人（
先
着
順
）

●
参
加
費

施
設
利
用
料

●
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、

ママーメイドちゃマーメイドちゃんん

市政へ提案などしてみません市政へ提案などしてみませんかか

スイカの種を飛ばそスイカの種を飛ばそうう

ち
か
ど
座
談
会

ま
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●
内
容

業
務
開
始
日
革
来
年
４

月
１
日
昇
か
ら

対
象
施
設
革
表

の
と
お
り

業
務
内
容
革
施
設
運

営
お
よ
び
施
設
・
設
備
の
維
持
管

理
業
務

●
申
し
込
み

グ
ル
ー
プ
１
糸
８

月

日
昭
～

日
晶

グ
ル
ー
プ

１５

３０

２
糸
９
月
２
日
捷
～

日
晶
い
ず

１３

れ
も
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
休
館
日
・
閉
庁
日
を
除
く
）

１５に
各
施
設
の
担
当
課
へ

※
丈
山
苑
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

●
募
集
要
項
な
ど
の
配
布

グ
ル

ー
プ
１
糸
７
月
１
日
捷
～

日
晶

１２

グ
ル
ー
プ
２
糸
７
月

日
昇
～

１６

３１

日
昌
に
各
施
設
の
担
当
課
・
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布

グループ１
安祥閣有料駐車場施設名

安城町馬池９７－
１

御幸本町５－２５（駅
西駐車場）ほか所在地

茶室や和室があ
り、市民の文化
・教養の向上、
福祉の増進を図
るための施設

駅西駐車場など１４カ
所の駐車場および安
城駅自転車駐車場・
安城駅北口自転車駐
車場の２カ所

施設の
概要

文化センター
（緯〈７６〉１５１５）

維持管理課（緯〈７１〉２
２３７）

施設の
担当課

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

指

■
盆
踊
り
講
習
会

●
と
き
／
と
こ
ろ

７
月
３

日
昌
糸
丈
山
小
学
校
体
育
館

日
昌
糸
安
祥
中
学
校
体
育

１０館

日
昌
糸
安
城
北
中
学

１７

校
体
育
館（
い
ず
れ
も
午
後

７
時

分
～
９
時
）

３０

●
持
ち
物

室
内
シ
ュ
ー
ズ

●
そ
の
他

会
場
へ
は
乗
り

合
わ
せ
か
自
転
車
で
お
越
し

く
だ
さ
い

■
太
鼓
講
習
会

●
と
き

７
月

日
掌
・

１４

２７

日
松
午
後
７
時

分
～
９
時

３０

●
と
こ
ろ

青
少
年
の
家

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

２０

●
申
し
込
み

７
月
６
日
松

午
前
９
時
か
ら
青
少
年
の
家

へ
■問
▼
青
少
年
の
家

（
緯〈

〉３
４
３
２
）

７６

盆盆踊り講習盆踊り講習会会

※
業
務
の
問
い
合
わ
せ
は
担
当
課
へ
。

グループ２
丈山苑秋葉いこいの広場勤労福祉会館施設名

和泉町中本郷１８０－１大山町１－７－１御幸本町５－１０所在地
書院、庭園などがあり、江戸
時代初期の武士、文人の石川
丈山が京都に建てた詩仙堂の
イメージを再現。文化・教養
の向上を目指す施設

学習室、多目的ホールのほか
テニスコートがあり、市民の
環境学習および環境意識の向
上と環境活動の推進を図る施
設

会議室、和室、研修
室などがあり、勤労
者の研修、福利厚生、
市民の福祉増進を図
る施設

施設の
概要

歴史博物館（緯〈７７〉６６５５）環境首都推進課（緯〈７１〉２２０６）商工課（緯〈７１〉２２３５）施設の
担当課

護
保
険
料
納
入
通
知
書
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

介
■
通
知
書
を
送
付

納
付
方
法
は
、
年
金
額
・
種
類

な
ど
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
通
知

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

７

月
中
旬
に
、

歳
以
上
の
第
１
号

６５

被
保
険
者
へ
送
付
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

７
月
中
旬
に
被
保
険

者
へ
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険

料
の
軽
減
額
も
通
知
書
に
記
載
し

て
い
ま
す

■
納
付
方
法

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
が
あ
り

ま
す
。
年
度
途
中
で
対
象
に
な
っ

た
人
や
安
城
市
に
転
入
し
て
き
た

人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
普
通
徴

収
に
な
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉

年
金
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

４
月
に
仮
徴
収
通
知
書
で
４
・

６
・
８
月
分
の
見
込
み
額
を
通
知

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
保
険
料
が

確
定
し
ま
し
た
の
で
、
７
月
中
旬

に
１
年
分（
４
月
～
来
年
３
月
分
）

の
保
険
料
と
天
引
き
の
額
を
再
度

通
知
し
ま
す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

１０

は
、
４
月
～
９
月
分
の
保
険
料
を

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い

●
普
通
徴
収

７
月
中
旬
に
送
付

す
る
今
年
度
分
の
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
期
は
７
月
～
来
年
２

月
の
毎
月
で
す

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金

融
機
関
、
介
護
保
険
課
、
国
保

年
金
課
へ
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を

更
新現

在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
昌
で
す
。
新
し
い
保
険

３１

証
を
７
月
中

旬
に
簡
易
書

留
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。

届
い
た
保
険

証
は
8
月
１

日
昭
か
ら
使

用
し
て
く
だ

さ
い
。■問

▼
介
護
保
険
課

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１国
保
年
金
課

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１



●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
ま
た
は
安
城
文
化
協
会
会

員●
そ
の
他

応
募
規
定
に
違
反
し

た
人
は
失
格
無
効
と
し
ま
す

●
申
し
込
み

７
月

日
昌
ま
で

３１

（
当
日
消
印
有
効
）に
、
は
が
き
に

楷
書
で
、
表
面
に
部
門
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・電
話
番
号
・

■
第

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

２５
俳
句
・
短
歌
と
も
雑
詠
と
し
、

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
。

月
１１

日
掌
に
市
民
会
館
で
発
表
大
会

２４を
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

一
般（
高
校
生
を

含
む
）▼
俳
句
の
部獅

３
句
以
内
、

短
歌
の
部獅

２
首
以
内

小
・
中

学
生
▼
俳
句
の
部獅

２
句
以
内
、

短
歌
の
部獅

１
首
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民
芸
術
祭
を

月

日
晶
～

月

日
掌
に
開
催
し
ま
す

１０

１１

１１

２４

市

■問
▼
市
民
会
館

（
緯〈

〉１
１
５
１
）

７５市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

年
齢（
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学

校
名
・
勤
務
先
ま
た
は
文
化
協
会

所
属
団
体
名
も
記
入
）を
縦
書
き

で
記
入
。
裏
面
は
上
部
に
２
唖
の

余
白
を
設
け
て
、
作
品
の
み
を
縦

書
き
で
正
確
に
大
き
く
記
入
し
、

市
民
会
館（
〒

－

０
０
４
１
桜

４４６

町

－

）へ

１８

２８

※
１
部
門
に
つ
き
１
人
１
枚
の
み
。

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
市

民
文
芸
ま
つ
り
」ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
第

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

４６

●
と
き

月

日
掌
・

日
掌

１０

２０

２７

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
申
し
込
み

７
月

日
抄
ま
で

１５

（
昇
を
除
く
）に
市
民
会
館
へ

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き

月

日
晶
～

日
掌
、

１０

１１

１３

月
上
旬

１１●
と
こ
ろ

市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

●
部
門

盆
栽
・
茶
道
ほ
か
美
術・

芸
能
を
除
く
部
門

●
申
し
込
み

７
月

日
抄
ま
で

１５

（
昇
を
除
く
）に
市
民
会
館
へ

■
第

回
安
美
展

７０
詳
細
は
本
紙
６
月

日
号
を
ご

１５

覧
く
だ
さ
い
。

●
部
門
・
と
き

前
期（
日
本
画
、

書
、
工
芸
・
彫
塑
）獅

月

日

１０

２５

晶
～

月
３
日
掌（

月

日
捷

１１

１０

２８

は
休
館
）
後
期（
洋
画
、
写
真
）

獅

月
８
日
晶
～

日
掌（

日

１１

１７

１１

捷
は
休
館
）

●
と
こ
ろ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ああなたの作品をお待ちしていまあなたの作品をお待ちしていますす

団
員
募
集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ス
カ
ウ
ト
活
動
を
通
し
て

健
や
か
な
青
少
年
を
育
て
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
子
ど

も
た
ち
を
育
成
し
ま
す
。

●
対
象

幼
稚
園
・
保
育
園

の
年
長
児
相
当
以
上
の
子

●
活
動
内
容

キ
ャ
ン
プ
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ス
キ
ー
訓

練
な
ど
の
野
外
活
動
、
安
城

七
夕
ま
つ
り
な
ど
で
の
奉
仕

活
動
や
募
金
活
動

●
申
し
込
み

昇
～
掌
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
青
少
年

の
家（
緯〈

〉３
４
３
２
）へ

７６

一一緒に活動してみません一緒に活動してみませんかか

芸能まつりでフラダンスを披露
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休
み
の
宿
題
が
解
決
錘
わ
く

わ
く
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

夏

「絆の意義」

●
と
き
／
場
所
／
内
容

下
表
の

と
お
り

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
３
～

６
年
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

組

人（
定
員
を
超

１５

４０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
費
用

小
学
生
１
０
０
０
円
、

保
護
者
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み

７
月

日
晶
ま
で

１２

（
松
掌
を
除
く
）の
午
前
８
時

分
３０

～
午
後
５
時

分
に
、
住
所
・
氏

１５

名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
、
電
話
か
Ｅ
メ
ー

ル
で
環
境
首
都
推
進
課（
緯〈

〉
７１

２
２
０
６
／kankyo@

city.an

jo.aichi.jp
）へ

※
こ
の
事
業
は
、
安
城
市
版
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
活
動
で
す
。

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

内容場所とき回

水路での生き物（魚、水生昆虫）の捕
獲と観察榎前町の水路７月２０日松午前８時３０

分～午後０時３０分１

木片や小石を使った工作市民ギャラリー８月１１日掌午前９時～
正午２

アマゴつかみ、弓矢づくり、間伐体
験など長野県根羽村８月１７日松午前８時～

１８日掌午後４時３

根根羽村の川でアマゴつかみが体験できま根羽村の川でアマゴつかみが体験できますす

安
城
市
内
で
は
、
３
月
初
旬

か
ら
４
月
下
旬
に
か
け
て
連
続

放
火
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
に
は
、
犯

し
た
罪
の
重
さ
に
応
じ
た
厳
し

い
法
の
裁
き
を
受
け
、
社
会
的

な
償
い
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
方
、「
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎

ま
ず
」と
い
う
孔
子
の
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
視
点
か
ら

「
人
」に
焦
点
を
当
て
て
み
ま
す

と
、
犯
人
の
男
は
か
つ
て
同
居

家
族
が
い
た
よ
う
で
す
が
、
そ

の
後
一
人
暮
ら
し
と
な
り
、
さ

ら
に
母
親
が
２
月
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
３
月
以
降
、
独
り
ぼ

っ
ち
の
寂
し
さ
か
ら
放
火
に
走

っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
男
に
も
、
親
戚
や
知
人

な
ど
身
近
な
方
が
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。「
元
気

で
や
っ
と
る
か
」、「
ち
ゃ
ん
と

ご
飯
食
べ
と
る
か
」な
ど
、
彼

を
知
る
ど
な
た
か
か
ら
、
そ
ん

な
思
い
や
り
の
一
言
が
か
け
ら

れ
て
い
た
ら
、
彼
の
行
動
は
変

わ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
だ
け
に

残
念
で
す
。
衣
食
住
の
不
足
は

目
に
つ
き
ま
す
が
、
精
神
の
飢

餓
を
察
す
る
の
は
難
し
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

過
日
、
あ
る
識
者
か
ら「
祭

り
は
平
時
の
防
災
訓
練
」と
い

う
言
葉
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

地
域
で
こ
ぞ
っ
て
声
を
か
け
合

い
、
多
く
の
人
が
安
全
に
祭
事

に
参
加
し
て
楽
し
め
る
よ
う
、

皆
で
力
を
合
わ
せ
る
。
そ
こ
か

ら
地
域
で
の
役
割
分
担
が
生
ま

れ
、
孤
立
す
る
人
は
な
く
な
り
、

連
帯
感
か
ら
わ
が
町
を
守
る
気

運
が
醸じ

ょ
う

成
さ
れ
る
こ
と
を
、
一

せ
い

言
で
そ
う
表
現
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
。

夜
ご
と
の
不
審
火
発
生
と
い

う
暗
闇
へ
の
恐
怖
か
ら
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

ら
ね
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
気

運
と
連
帯
意
識
が
生
ま
れ
た
と

の
お
話
を
耳
に
で
き
た
の
は
救

い
で
す
。

今
回
の
事
件
を「
禍（
わ
ざ
わ

い
）転
じ
て
福
」と
為
せ
る
よ
う
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
地
域
の

「
絆
」の
意
義
を
考
え
る
教
訓
と

す
べ
き
事
件
だ
っ
た
と
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

地域の安全のため防犯パトロールを実施しまし地域の安全のため防犯パトロールを実施しましたた
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●
と
こ
ろ
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
４
年
生
～

歳
の
人

１８

●
費
用

１
講
座

円
３００

●
申
し
込
み

７
月

日
昌
か
ら

１０

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
休
館

日
を
除
く
）に
、
電
話
で
文
化
財

課
へ

■
弥
生
土
器
の
み
か
た

●
と
き

７
月

日
掌
午
後
１
時

２１

～
４
時

●
内
容

弥
生
土
器
の
模
造
品
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
体
験
、
土
器
の

ミ
ニ
展
示

●
定
員

人（
先
着
順
）

１２

■
古
代
の
い
の
り「
組
み
ひ
も
づ

く
り
」

●
と
き

７
月

日
松
午
後
１
時

２７

～
４
時

●
内
容

正
倉
院
の
宝
物
に
使
わ

れ
た
技
術
で
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
講
師

角
浦
節
子
氏（
ク
テ
打

す
み
う
ら
せ
つ
こ

組
紐
技
法
研
究
会
）、小
村
眞
理
氏

お
む
ら
ま

り

（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

■
古
墳
時
代
の
玉
づ
く
り

●
と
き

８
月
４
日
掌
午
後
１
時

～
４
時

●
内
容

滑
石
で
古
代
人
が
身
に

か
っ
せ
き

つ
け
て
い
た
勾
玉
・
管
玉
・
小
玉

ま
が
た
ま

く
だ
た
ま

こ
だ
ま

づ
く
り

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

■
縄
文
時
代
の
石
器
づ
く
り

●
と
き

８
月

日
松
午
後
１
時

１０

～
４
時

●
内
容

石
を
加
工
し
て
縄
文
時

代
の
ナ
イ
フ
づ
く
り

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
講
師

水
野
裕
之
氏（
名
古
屋

ひ
ろ
ゆ
き

市
見
晴
台
考
古
資
料
館
）

石石器づく石器づくりり

■問
▼
文
化
財
課

（
緯〈

〉４
４
７
７
）

７７

休
み
子
ど
も
考
古
学
講
座

夏

出
演
団
体
が
協
力
し
て
つ

く
り
上
げ
る
手
作
り
の
演
劇

祭
で
す
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

来
年
２
月
８
日
松・

９
日
掌

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み

７
月

日
昌

３１

ま
で
に
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
団
体
名
・
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
番
号
を
、
郵
送
か
フ

ァ
ク
ス
で
市
民
会
館（
〒
４４６

－

０
０
４
１
桜
町

－

／

１８

２８

胃〈

〉１
１
５
２
／
緯〈

〉

７５

７５

１
１
５
１
）へ

境
衛
生
功
労
者
ほ
か
を
表
彰

環

■
環
境
衛
生
功
労
団
体

オ
ノ
ウ
チ
精
工
叙（
北
山
崎
町
）

叙
高
橋
精
機
工
業
所
安
城
工
場

（
北
山
崎
町
）

天
神
護
美
の
会（
小
川
町
）

て
ん
じ
ん
ご

み

■
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

「
そ
の
一
善

町
も
心
も

ピ
ッ

カ
美
化
」中
村
五
月（
㈱
デ
ン
ソ
ー

さ
つ
き

安
城
製
作
所
）

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
尽

力
し
て
い
る
環
境
衛
生
功
労
者
・

功
労
団
体
と
、
環
境
美
化
標
語
の

入
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
環
境
衛
生
功
労
者

大
参
一
也（
赤
松
町
）

か
ず
や

小
栗
昌
子（
別
郷
町
）

ま
さ
こ

山
本
静
哉（
同
）

し
ず
や

米
澤
輝
夫（
東
別
所
町
）

て
る
お

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

受受賞者の皆さ受賞者の皆さんん
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コ
き
ち
の
催
し

エ

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請

国

●
と
こ
ろ

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

エ
コ
き
ち

●
そ
の
他

乗
り
合
わ
せ
で
お
越

し
く
だ
さ
い

●
休
館
日

捷（
捷
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
が
休
館
）

■
竹
水
鉄
砲
で
す
ず
し
く
遊
ぼ
う

●
と
き

７
月

日
松
午
前
９
時

２０

分
～

時

分

３０

１１

３０

●
対
象

４
歳
以
上（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

１５

場
合
は
抽
選
）

●
費
用

円
３００

●
持
ち
物

水
筒
、
動
き
や
す
く

汚
れ
て
も
い
い
服
装
・
靴
、
帽
子

●
申
し
込
み

７
月

日
晶
ま
で

１２

の
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
捷
を

除
く
）に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢・

電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉７
１
４
８
）

７６

へ■
夏
休
み
親
子
学
習
会
２
０
１
３

●
と
き

７
月

日
松
午
前

時

２７

１０

分
～
午
後
４
時
、

日
掌
午
前

３０

２８

時
～
午
後
４
時

１０●
講
師

西
三
河
野
生
生
物
研
究

会

●
内
容

セ
ミ
の
抜
け
殻
か
ら
分

か
る
都
市
の
環
境
の
話
、
植
物
な

ど
の
標
本
の
作
り
方
、
生
き
物
の

ペ
ー
パ
ー
ー
ク
ラ
フ
ト
、
昆
虫
標

本
展
示
、
夏
休
み
の
研
究
の
相
談

●
対
象

小
学
生
以
上

●
申
し
込
み

７
月

日
昌
ま
で

２４

の
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
休
館

日
を
除
く
）に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉７
７６

１
４
８
）へ

■
セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査

●
と
き

７
月
１
日
捷
～
８
月
３１

日
松
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
休

館
日
を
除
く
）

●
内
容

抜
け
殻
を

個
以
上
持

２０

参
し
た
人
に
粗
品
を
進
呈

●
申
し
込
み

市
内
の
公
園
・
神

社
な
ど
で
見
つ
け
た
セ
ミ
の
抜
け

殻
と
調
査
票
を
、同
セ
ン
タ
ー（
大

山
町
１－

７－

１
）へ

※
調
査
票
は
、
環
境
首
都
推
進
課・

同
セ
ン
タ
ー
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
病
院

窓
口
で
の
医
療
費
支
払
い
が
、
入

院
・
外
来
と
も
に
自
己
負
担
限
度

額
の
み
に
な
り
ま
す
。
食
事
代
も

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
認
定
証
／
対
象
／
持
ち
物

下

表
の
と
お
り

●
申
し
込
み

更
新
は
８
月

日
３０

晶
ま
で
に
、
新
規
は
入
院
・
通
院

予
定
月
の
末
日
ま
で
に

国
民
健

康
保
険
止
国
保
年
金
課
国
保
係

後
期
高
齢
者
医
療
止
同
課
医
療
係
へ

■
入
院
日
数
が

日
以
上
の
人
は

９１

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、

入
院
日
数
が
申
請
月
を
含
む
過
去

カ
月
間
で

日
以
上
に
な
る
場

１２

９１

合
は
、
食
事
代
が
減
額
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
８
月
～
今

年
７
月
に
入
院
日
数
が

日
以
上

９１

あ
っ
た
人
は
、
７
月

日
昌
ま
で

３１

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

印
鑑
・
保
険
証
・
入

院
日
数
の
わ
か
る
書
類（
領
収
書

な
ど
）・標
準
負
担
額
限
度
額
認
定

証（
現
在
持
っ
て
い
る
人
）

■問
▼
国
保
年
金
課

国
保
係（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

医
療
係（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

持ち物対象認定証

印鑑・
保険証

安城市国民健康保険に加入する、次の①②いずれかの人
①７０歳未満で国民健康保険税の滞納がない
②７０歳以上で、世帯主および同世帯の国民健康保険加入者が市民税非課税

国民健康保険限度額
適用認定証

安城市国民健康保険に加入し、世帯主および同じ世帯の国民健康保険加入
者が市民税非課税の人

国民健康保険標準負
担額減額認定証

後期高齢者医療に加入し、入院中または入院予定で、市民税非課税世帯の
人。または通院費用の月額が高額になる見込みの人（現在、減額認定証を
持っていて、８月１日昭以降も対象となる人は手続き不要）

後期高齢者医療限度
額適用・標準負担額
減額認定証

子
ど
も
の
料
理
教
室

●
と
き

①
８
月
６
日
昇

②
８
月

日
昌
い
ず
れ
も
午

２８

前

時
～
午
後
１
時

分

１０

３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学

生●
定
員

各

人（
先
着
順
）

２０

●
講
師

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

●
内
容

献
立
糸
豚
肉
の
チ

ー
ズ
ロ
ー
ル
、
具
だ
く
さ
ん

ス
ー
プ
、
牛
乳
か
ん
て
ん

●
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん（
バ
ン
ダ
ナ
）、筆
記

用
具
、
上
履
き
用
靴（
ス
リ

ッ
パ
）、水
筒

●
参
加
費

円
３００

●
申
し
込
み

７
月
８
日
捷

～

日
晶
午
前
８
時

分
～

１２

３０

午
後
５
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）へ

７６

※
必
ず
参
加
す
る
子
の
保
護

者
が
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
代
理
申
し
込
み
不
可
）。料料理をしてみよ料理をしてみようう


